
【資料２】
新治小関連の統廃合について

前回審議会での主な内容

副会長 ・複式学級を早く解消するのが第一義

委員 ・崖の手当をし、現在案のとおり本納小を使う

委員 ・対策をうって安全という前提で本納小を使う

・我々は我々の考えで答申を出して、後は市に任せる

委員 ・住民感情からして、本納小に持っていくのは非常に難しい

・本納小を使用できる案を提示していただきたい

委員 ・新治小を速やかに統合すべきという点は変えてはいけない

・最終的には３校統合という部分は一致

・できるかできないかは市が判断すべき話

委員 ・(本納小について)移すか、崖の整備か、建物の補強か、どれかは必要

・崖の解決については審議会が考えることではない

委員 ・崖を何とかしなければ本納小の使用に理解は得られない、崖は崖

・法面の強化や防護柵の設置などをして本納小を使う

・本納小も何とかしなくてはいけない

委員 ・本納小を使う案は一旦やめるべき

・何とかしてまで本納小を使いたくはない

・本納中の敷地に仮校舎を建てて２校統合

委員 ・本納小が安全であれば現在案のままでよいのではないか

【事務局】

内田教育長 ・(現在案で)新治の方の理解を得るのは難しくなった

・崖の手当の方法は市や教育委員会で考えるべきこと

豊田部長 ・本納小を使うのは非常に難しくなった

・一義的には新治小の少人数を解消、ゆくゆくは３校統合

久我次長 ・大元にあるのは、新治小の小規模解消と将来的な３校統合

一致している意見

○新治小学校の複式解消が最優先

○将来的には本納、新治、豊岡の３校を統合、校舎は新設

○崖に何も対策をしないまま本納小に統合するのは困難

↓

＜崖対策について＞

・崖を崩し、本納小を使用する

　　…文化財調査なども含め、非常に長い時間がかかる

・崖に吹き付け等の対策を行い、本納小を使用する

　　…費用は億単位、期間は最大１年程度。騒音により授業に支障が出る可能性あり
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